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(特集)20世紀メコン･デルタの開拓

序

高 田 洋 子*

メコンデルタの農業生産力は,フランス植民地支配下の 20世紀前半にかなりの発展をみた

が,第 2次世界大戦後は民族解放闘争から継続 した内戦と国際紛争の戦火の中で,その潜在力

は十分に開花されなかった｡その後,南北統一が果たされたベ トナム領メコンデルタでは,一

元化 した権力の指揮下で組織的な水利事業が遂行された｡そして集団化政策の失敗を経て,

1988年以降に,農業部門における本格的な ドイモイ (刷新)政策が施行され,家族を単位とす

る農業経営-の復帰と市場経済化への移行が容認されるや,デルタの農業は劇的に変化 した｡

メコンデルタ100年間の農業発展を概観する時,生産力の爆発的増大をみた世紀末の 10年間

は,20世紀初頭の =MiseenvaleurMの時代 と並ぶ第 2の画期的時代と位置づけられるだろう｡

日本では,1970年代前半に京都大学東南アジア研究センターを中心として,メコンデルタの

稲作および農村社会に関する総合的実地調査が組織された｡当時の 『東南アジア研究』誌上に

は,デルタの地形や土壌,水文,農業に関する優れた調査報告,関連諸分野の論文が次々と発表

された｡緊迫 したベ トナム戦争下で行われた実地調査に基づ く一連の諸研究は,自然 ･人文 ･

社会諸科学の様々なディシプリンによるアプローチを吸収 し,メコンデルタ稲作社会の総合的

研究を志向していたように思われる｡1) とはいえ,1960年代を中心 としたアメリカ人による農

村社会の研究2)と同様に,ベ トナム戦争の終結とともにそれらの取 り組みは短命に終わった｡

本特集は,それから約 20数年後に実施された臨地調査3)に基づ く,20世紀メコンデルタの農

業開拓に関する共同研究の成果の一部である｡1990年代に入ってベ トナム政府は,対外開放政

策の一環 として,外国人研究者による農村調査を少 しずっ認可 し始めた｡私たちの臨地調査は,
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1)Takaya[1974]をはじめとする 『東南アジア研究』第 12巻 2号 と第 13巻 1-2号｡

2)Hickey [1964],Sansom [1971],Callison [1983]など｡ これらの文献解題は村野 [1999]｡メ

コンデルタ開拓史としては,南部ベ トナム人研究者によるSonNam [1973],仏領 コーチシナ時代

の文献 ･史料を用いて社会経済を論 じたBrocheux [1995]が代表的な基本文献｡ 植民地期の上地

制度 と開発は高田 [1984a;1984b]｡

3)1990年代のメコンデルタの現地調査に基づ く研究 として,管見の限 りでは,カントー省の-ウ河口

然堤防上の農業を地理学の手法で調査 した Klebert& Marius-Gnanou [1996],多角的農業推進の

ための農学および農業経済学研究をまとめた論文集 Vo-TongXuanandMatsui[1998], とりわ

け 1990年代半ばにカント-省において行われた農民の家計調査を基に, 農村の流動性, 農家経営ノ
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こうした時期に,1995- 1997年度文部省科研費補助金国際学術研究 [メコンデルタ農業開描

の史的研究 (課題番号 07041031)]の財政支援を得て,メコンデルタの歴史や農業研究に関わる

日本 ･ベ トナム ･フランスの専門家チームを組織 して実現 した｡4) 3年間の全調査概要,

フィール ド･ノー トの記録,収集データの一覧,報告論文等は,『メコン通信』No.I-N0.6に

収録されている｡5)

私たちの共同研究の目的は,研究組織者の一人であるNguyenHuuChiem (ベ トナム国家

カント-大学)が作成 したデルタの地形区分 [NguyenHuuChiem 1993:161]に依拠 して,

各地形 ごとに異なるメコンデルタ農村の多様な諸相を明らかにすることに置かれた｡自然条件

に規定された農村社会の開拓史を丁寧に探求することを通 して,単調に見えるデルタの農業社

会が,それぞれに歴史的に異なる背景をもつ諸地域から構成されていることを明らかにしたい

と考えた｡そこで歴史学,農学,地理学,社会学等の異なるディシプリンを持 った共同研究者

は,メコンデルタを構成する重要な地形上の典型的村落を調査対象に選定 し,それぞれの関心

ある時期と主題を立てて農業史にアプローチした｡共同研究の各サブ･グループが注目した地

形 と村落は,(I)海水の浸入する低地 と砂丘微高地が入 りくんだ海岸複合地形と呼ばれるメコ

ン河下流部の村落,(Ⅱ)デルタ西部の氾濫原と広大低地のなかの村落,(Ⅱ)メコン河が複数

の支流に分かれ,潮汐作用の影響 も被るデルタ中央部の村落,そして (Ⅳ)デルタ周縁部の排

水不良の大洪水地帯で硫酸酸性土壌を含み,今なお開拓最前線の村落,という4タイプであっ

た ｡

率直に述べて, これらの事例で 20世紀メコンデルタ開拓の全貌を網羅するには不十分であ

る｡ しかしながら, 4つの事例は,それぞれメコンデルタの異なる地形に規定された地域性を

十分に代表すると同時に,本格的開拓が開始されたこの 100年の農業発展の基本的特徴 も有 し

ている｡またそれぞれの論文が扱 う時代,テーマ,対象は,どれも20世紀におけるメコンデル

タの農業開拓が内包 した極めて重要な諸問題ばかりである｡ 各論文の概要を,次に手短に紹介

＼＼

4

の適正規模, 土地なし農家についての興味深い分析が見られるYamazakiand Duong Van Ni

[1999;2000],また文化人類学調査をソクチャン省の村で行った中西 [1998;1999],アンザン省の

農業状況を論 じた出井 [1999],最近の農業状況を調査 した野間 ･原田 [1998]などがある｡

4)全メンバーは,研究代表者 :高田洋子 (千葉敬愛短期大学 ･後に敬愛大学), 研究組織者 :桜井由

身弓雄 (東大),田中耕司 (京大東南アジア研究センター),中村圭三 (敬愛大),河野泰之 (京大東

南アジア研究センター),NguyenHuuChiem (ベ トナム国家カントー大学),PierreBrocheux

(パ リ第 7大学 DenisDiderotaParis)｡研究協力者 :NguyenDinhDau(ホーチ ミン市社会科学

評議会),NguyenQuoi(ホーチミン市社会科学院),大野美紀子 (立命館大大学院生),松尾信之

(東大大学院生),岩井美佐紀 (一橋大大学院生),今村宣勝 (東京外大大学院生),野口博史 (上智

大大学院生),森絵里沙 (上智大大学院生),古屋博子 (東大大学院生)｡ カッコ内は調査時の所属

を示す｡

5)『メコン通信』千葉敬愛短期大学,敬愛大学国際学部高田洋子研究室発行,No.1 (1996年 4月),

No.2 (1997年 3月),No.3 (1997年 7月),No.4 (1998年 3月),No.5 (1998年 7月)｡No.

6 (2000年 11月)は, 3年間の成果をまとめた調査報告論文 10編を掲載する｡
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することにしたい｡

高田の第 1論文は, クメール族,キン (べ 卜)族そして中国系混血が住むチャゲィン省の砂

丘上村落における開拓史を取 り上げる｡ 同省は,前述の地形区分 (Ⅰ)の海岸複合地形を代表

する｡調査村はメコンデルタの多民族農業社会の典型例である｡ 先住クメール族による砂丘上

の水田耕作と地下水を利用 した畑作の実態,海岸低地の開発過程とキン族の進出に伴 う両民族

の関係史が描かれる｡ ここでは, フランス植民地期の公文書や統計からみるチャゲィンの農業

社会が,現在と異なり,20世紀初頭には相対的に豊かであった可能性が示唆されている｡また,

土地所有に規定された複雑な階層社会が,植民地支配の終駕と同時に崩壊 していった過程が,

聞き取 り調査を基に論 じられる｡

第 2論文は,運河の掘削によって開かれた-ウ河以西の典型的なデルタ社会を取 り上げる｡

調査村は,カントー省西部の地形区分 (II)に位置 している｡ 論文の前半は氾濫原の村の開拓

史を高田が,後半では同地域におけるフランス人農園の開設 と撤退の歴史をブロシュが執筆 し

た｡-ウ河以西のいわゆる トランスバサック地方は,植民地経営の大黒柱となるコーチシナ輸

出米の重要な生産現場であった｡広大低地氾濫原の ｢新 しい村｣で,メコンデルタ西部に特有

のノ不在大地主制が成立 していく過程 とインドシナ戦争中の混乱,フランス人の米作農園が,新

生 ゴーディンジェム政権とフランス政府との政治的交渉を経て,失われた過程が明 らかにされ

る｡ 周知の通 り, ブロシュはフランスにおけるコーチシナ経済史研究の第一人者である｡

河野論文では,メコンデルタの地形 と水文環境に基づ く6つの類型が提示され,それらの開

拓順位が大胆に考察される｡ カント-省の氾濫原上の村落での実態調査から,ベ トナム共和国

期以降の3つの時期 ごとに,運河網の発展 と農業の多期作 ･集約化の関係,農業制度の変遷と

農業生産に与えた影響が検討される｡20世紀未に実現 した農業生産力の急上昇,いわゆる緑の

革命の背景が,社会水文学的視点から議論される｡

次の3論文は,西グァムコ川右岸のタンアン市 (ロンアン省)にほど近いキン族の農業社会

を扱 う｡地形区分 (Ⅱ)の東端に含まれる調査村は,1950年代未から60年代にかけてアメリカ

のグループによる社会調査が実施された｡

まず桜井論文は,カィン-ウ村6)の歴史地理環境 と現代の都市近郊村落 としての特徴を述べ

た後に,ベ トナム北部の紅河デルタ村落で実施 した同様の調査票による全戸調査の集計結果を

比較分析する｡ そして,1990年以降の ドイモイ,市場経済の発展のなかで,カィン-ウ村落で

は紅河デルタと同様に稲作の集約化,農業全域の多角化そして非農業化の現象を加速させてい

る, と述べている｡また,同村の土地なし層を救済対象 としたタップムオイ平原への入植事業

6)KhanhHauはベトナム南部ではこの表記が実際の発音に近いが,執筆者によっては標準語風にカ
イ ン- ウとも表記す る｡
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の問題点が指摘され,未耕地の開拓より,人々の都市型労働-の移行が今後は進むだろうと,

筆者は論 じる｡

大野論文は,メコンデルタにおける農業の集団化と解体の実態を,カィン-ウ村での精力的

な聞き取 り調査から明らかにしようとしている｡ 生産集団の編成と労働調整 (ディウコン)の

実態が報告され,Hendry報告を援用 して集団化前後の農業生産性の変化を検討する｡ また,

集団化が農家経済に与えた影響について,分析 している｡ メコンデルタにおける ｢集団化｣の

時代の実態を窺い知るひとつの貴重な事例を, この報告は提供 している｡

岩井論文は, ドイモイ以降の稲作の集約化がもたらした雇用機会の拡大を背景に,復活 した

農業賃労働の差配 ｢チュム ･カイ｣の実態を考察 している｡ 土地保有の零細化がすすみ,今や

カィン-ウの全ての世帯が農村内の様々な雑業収入に依存せざるを得ない家計状況にあるとい

う｡ この差配制度の労働管理や労賃の支払方法などが報告されたあとで,差配による仕事の均

等配分の原則,また雇用関係に見 られる温情主義と差配制度の重要性が指摘される｡

最後に田中論文は,デルタの周辺部に残された農業条件の最 も厳 しい地域 (地形区分Ⅳに含

まれる)において,現社会主義政府が推進 した国営農場による開拓の実態を扱う｡ タップムオ

イの葦の平原,カマウ半島のウーミンの森,カンボジア ･ベ トナム国境地帯の残丘周辺 と西側

低地は,フランス植民地時代は人跡未踏の処女地として残された｡その後は,ベ トナム共和国

政府によって開拓民が投入されたが,激 しい戟闘下で農業耕作は容易に進まなかった｡集団農

業の実験場とされた開拓最前線の入植政策と,その諸問題が明らかにされる｡

冒頭で触れたように,現時点から見て,臨地調査を実施 した 1995年から1998年は, ドイモ

イ政策の広がりによって南部ベ トナム社会全体が大きな社会変化を経験 していた直中にあっ

た｡収集 した多 くの諸資料の十全な解析には,さらなる時間と労力が注がれる必要があるし,

調査者の視点が,時代の制約から自由であったか否かも問われなければならない｡読者の客観

的なご批判を仰 ぐことができれば,幸いである｡

最後に,私たちの調査は個別農家での直接のインタビューによる方法を重視 したために,覗

地行政当局の許可を得るのが屡々容易でなかった｡調査が行き詰まったそのような時に,調査

の学問的意義を理解され,適切かっ強力な支援を賜ったベ トナム日本両国の関係各位の諸先生

方,またそれぞれの村で調査の便宜を取 りはからって下さった地方当局の方々,そして何より

労働の手を休めて聞き取 り調査の時間におっきあい下さった農民のみなさんに対 して,調査

チームを代表 して心からの謝意を申し上げたい｡
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Land-UseDevelopmentintheMekongDelta

intheTwentiethCentury

Preface

TAKADA Yoko*

AgricultureintheMekongDeltawasdevelopedtosomeextentinthefirsthalfofthe

twentiethcenturyduringFrenchcolonialperiod.Inthelatterhalf,however,theMekong

Deltabecameabattlefieldofthecivilwarandinternationalconflictcausedbythe

interferencesofthesuperpowers,andtheVietnamesepeoplehadnochancetodevelop

thepotentialoftheland.ItwasjustaftertheunificationofVietnamthatabigirrigation

projectwasundertakenundertheunifiedpoliticalpower.Then,theDoiMoipolicyin

agrlCulturesince1988andtheintroductionofthemarketeconomypromoteddramatic

changeinagriculture.SurveyingthedevelopmentofagricultureintheMekongDelta,

thelastdecadeofthetwentiethcenturycanberegardedasthesecondpeakofdevelop一

mentsincethe"miseenvaleur"periodoftheearlytwentiethcentury.

InJapan,thefirstcomprehensiveresearchonagricultureandruralsocietyinthe

MekongDeltawasdonebytheCenterforSoutheastAsianStudiesandotherscholarsin

theearly1970S.Manyarticlesandresearchreportsongeography,hydology,andrice

agrlCultureintheDeltawerepublishedintheCenter'sjournal,TonanAjiaKenkyu

[SoutheastAsianStudies].TheresearchdoneduringtheVietnamWarandthevarious

papersbasedonthem,withapproachesfromthenaturalsciences,humanities,andsocial

sciences,aimedtocomprehensivelystudyriceagriculturalsocietyintheMekongDelta.

However,asinthecasestudiesinruralsocietiesbyAmericansinthe1960S,thosestudies

werediscontinuedaftertheendoftheVietnam War.

Thearticlespublishedhererepresentthesmall,butimportantresultsofthefirst

jointresearchdoneintheMekongDeltasinceresearchwasdiscontinueduntil1980S.In

1990S,theVietnamesegovernmentbegantoacceptagriculturalresearchteamsfrom

forelgnCOuntries.Weformedaresearchteam,whosemembersconsistedofhistorians,

agronomists,sociologists,andgeographersfrom Japan,Vietnam,andFrance,witha
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researchgrantfromtheMinistryofEducation,ScienceandCulture,govemmentofJapan

(HistoryofAgricultureintheMekongDelta,teamleader,TakadaYoko,KeiaiUniversity,

1995-97).WealsopublishedMekongReport,Nos.116containingarticles,researchsum-

maries,fieldnotes,andlistsofdatacollectedduringtheresearch.

Theaim oftheresearchwastouncoverthediversityinagriculturalsocietiesinthe

MekongDelta.Thediversitystemsfrom thegeographicalcharacteristicsclassifiedby

NguyenHuuChieml)ofCanthoUniversity.Wetriedtomakeclearthatruralsocietyin

theDelta,superficiallymonolithic,consistsofseveralreglOnSWithdifferenthistorical

backgrounds.Then,researchmemberswithdifferentdisciplineslikehistory,agronomy,

sociology,andgeography,selectedgeographicallytypicalvillagesintheDeltaforthe

research,andstudiedtheiragrlCulturalhistoriesandsocialdevelpmentaccordingtothe

member'sowninterest.

Thevillagesselectedare1)avillagethatstandsatthemouthoftheHauRiverin

acoastalcomplex composedoflowland ofbrackish soiland sand ridges(giong),

lagoonsandmangroves;2)avillageinthecentralDeltawheretheTienRiverissplit

intoseveralstreamsandaffectedbytides,wherethefloodspreadsslowly;3)avillage

inabroaddepressionfloodplainontherightsideoftheHauRiverinthewesternDelta;

and4)avillageonthefrontierinaninundatedareaattheedgeoftheDeltawithacid

sulfatesoil.

Thesefourtypologiesdonotcoverthefulldiversityofagriculturaldevelopmentin

theMekongDelta. However,thosefourrepresentunlqueCharacteristicsoflocality,

differentfrom landforms,andalsohavethecommonfeatureofagriculturalprocesses.

Theauthorschosecrucialfactorstostudyland-usedevelopmentandruralsocietyinthe

MekongDeltainthetwentiethcentury.Webelievethatourresearchpromotesthestudy

intheagrlCulturaldevelopmentintheMekongDelta.

I)NguyenHuuChiem,"Geo-PedologicalStudyoftheMekongDelta:'TonanAjiaKenkyu

[SoutheastAsianStudies]31(2),1993.Asanotherclassificationofagriculturalzonesby
RyoichiYamazaki,see"AgriculturalZoningBasedonanEconomicViewpointinthe
MekongDeltaofVietnam,''JIRCUSJournallorScientifi'cPaper-,No.8,2000.
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